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当社元従業員による不正行為のお知らせ 

 

この度、誠に遺憾ではございますが、当社におきまして税務調査の過程で元従業員による不正行為が

発覚いたしました。株主・投資家の皆様をはじめ、市場関係者及び取引先の皆様に多大なご迷惑とご心

配をおかけしますことを心より深くお詫び申し上げます。 

 当社は、全容解明について徹底的に調査するため、本年 2月中旬に外部の専門家を含めた社内調査委

員会を設置し、当該事案について調査を進めてまいりました。 

 本件の概要、懲戒処分並びに再発防止策等に関して、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．不正行為が発覚した経緯 

   2020年1月、東京国税局より一部の取引に関連する照会があり、これを受けて社内調査を行った

結果、不正行為が発覚いたしました。 

 

２．社内調査委員会の設置 

   当社は、コンプライアンス委員会の下に、外部の専門家2名（弁護士及び公認会計士）を含めた

社内調査委員会を設置しました。 

 

３．社内調査委員会の調査により判明した不正行為の概要 

   当社東京本店勤務の元従業員が、2012年から2019年にかけて、取引先従業員と共謀の上、架空発注

により当社をして当該取引先に対し総額5.8億円に及ぶ金員を支払わせていたことが判明しました。     

 

４．懲戒処分等について 

   当社は、2020年5月12日付で元従業員を懲戒解雇しており、法的措置を視野に入れ対応を検討し

てまいります。 

管理監督責任を明確にするため、上長等については同日付で懲戒処分を行っており、執行役員を

兼任する取締役については報酬の自主返納を行う予定です。 

 



５．再発防止策について 

   当社といたしましては、このような事態を真摯に受け止め、内部監査機能の一層の強化、社内規

程や内部通報システムの周知徹底及びコンプライアンス教育の強化等を図り、再発防止に努めてま

いります。 

 

６．業績への影響について 

   本件が2020年3月期連結業績に与える影響は、営業損失1.6億円、特別損失4.3億円となっております。

2020年3月期業績の詳細につきましては、本日開示した決算関係資料をご参照下さい。 
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